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• IoT製品を取り巻く潮流
• IoTウォーターサーバー開発へのチャレンジ
• まとめ

アジェンダ
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IoT製品開発を取り巻く潮流
株式会社ソラコム

ソリューションアーキテクト
松本 悠輔
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$ whoami
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• 松本悠輔
• ソリューションアーキテクト
• @2matzzz | fb.me/2matzzz | 
github.com/2matz

• すきなソラコムサービス：
• SORACOM Junction



• IoT化からスマート化へ
• CES2019は2018年に続いてスマートホーム製品が目白押しだっ
た
• 製品のIoT化が不可逆な流れになっている
• 日本発のプロダクトが世界で注目されている
• DFree
• LOVOT

IoT製品を取り巻く潮流
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• IoT化によって製品機能がクラウドからも提供されるようになる
• クラウド側でどんどん機能拡張していけるので、製品価値はリ
リースしてからが勝負
• あらかじめどのようなユーザ体験になるか設計し置くことが重要

クラウドとの統合
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IoTウォーターサーバーの概要について
教えていただけますでしょうか？
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どのような背景でプロジェクトがスタートしたのでしょうか？
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どのようにIoT製品の開発を進められたのでしょうか？
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具体的な実装機能について教えていただけますでしょうか？
（できる範囲で・・・
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製品開発で苦労した点は？
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今後の展開を教えていただけますでしょうか？
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• SORACOM Air - plan01s low data volume
• SORACOM Beam
• SORACOM Junction

IoT製品開発を加速させるSORACOMサービス
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SORACOM のコネクティビティ
― あらゆるシーンで利用可能な IoT 向けデータ通信

IoT 向けデータ通信
SORACOM Air

グローバルカバレッジ
(日本でも利用可能)

カード型 SIM eSIM

plan01s
plan01s-LDV

セルラー
(2G / 3G / LTE)

日本カバレッジ

plan-D plan-K

カード型 SIM eSIM
NTTドコモ
回線

plan-KM1

KDDI
回線 LTE-M

LPWAN

Sigfox LoRaWAN

所有型 共有型日本
カバレッジ

グローバル
カバレッジ

アンライセンス系



SORACOM Air - plan01s low data volume
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初期費用
カード型 SIM
契約事務手数料 1 回線 (SIM) あたり 5 USD ＋ 送料
チップ型 SIM
契約事務手数料 1 回線 (SIM) あたり 6 USD ＋ 送料

状態 準備完了 使用中 / 休止中 利用開始待ち 利用中断中

基本料金 0 USD / 月 0.4 USD / 月 0 USD / 月 0 USD / 月

利用料金

カード型SIM チップ型SIM



専用線

インターネット サービス

サーバA

サーバB

外部との通信をクラウドの潤沢な
リソースで暗号化・変換し
柔軟かつセキュアな通信を実現

転送
＋認証ヘッダ

HTTP->HTTPS
MQTT->MQTTS
TCP -> TCPS/HTTP/HTTPS
UDP -> HTTP/HTTPS
…

交換局モノ 基地局
beam.soracom.io

SORACOM Beam ‒ プロトコル変換サービス
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SORACOM Junction
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パケットのコピーを指定
の宛先に転送

Inspection Mirroring Redirection

パケットフローを解析し
て統計情報を出力

パケットを指定の
ゲートウェイ経由で転送

VPG

Ｄ

VPG VPG



リファレンス・デバイスも、
試作から量産までスケーラブルに
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SORACOM で今すぐ利用可能な 3G/LTE デバイス

通信モジュール
• 技適取得済み
• Mini PCIe, LCC
• UART I/F & ATコマンド制御
�開発ボード +アンテナ付きキットあり (別売り)

USB ドングル型モデム
• 3G, LTE, グローバルネットワーク等のカバレッジ対応
• Windows, macOS, Linux 等の各種 OS で利用可能

AK-020

MS2131i-8

GH-UDG-MCLTEC

MS2372h-607

plan-D

plan-D

plan01s

plan-D
plan-K

plan-D
plan01s

3G

3G 3G / LTE

LTE

UC20-G

EC21-J
3G

LTE

plan-D
plan01s

plan-D



SORACOM で今すぐ利用可能な 3G/LTE デバイス

LTE Cat.1 搭載プロトタイプ向けマイコンボード
Wio LTE JP Version

グローバル 3G + SORACOM Air eSIM 搭載
プロトタイプ向けマイコンボード
Wio 3G SORACOM Edition

plan-DLTE
plan01s3G

eSIM
搭載



SORACOM で今すぐ利用可能な LPWAN デバイス

Sigfox Shield for Arduino 接点入力 I/F 搭載
オプテックス社
ドライコンタクトコンバーター

7種センサー搭載 Sigfoxデバイス
Sens’it

LoRa Arduino 開発シールド
AL-050

Arm Coretex-M0+ 搭載
LoRa 開発ボード
ST マイクロエレクトロニクス社
B-L072Z-LRWAN1

LoRa/GPS トラッカー
GISupply 社
LT-100



SORACOM で今すぐ利用可能な LPWAN デバイス

Quectel BG96 搭載
開発ボードキット + BG96-TE-A

Quectel BG96 搭載 Wio シリーズ
Wio LTE M1/NB1 (BG96)



• あらゆるプロダクトにIoT化、スマート化の流れがきている
• 初めてのIoT製品開発はパートナーと協力して開発する
• 製品設計時からユーザ体験を定義する。
• 製品は後からアップデートできるのでどのタイミングで出すかが
重要。

まとめ
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You create, We connect.
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